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19 空腸原発腹帯平上皮癌の l例

宗岡 悠介･新国 恵也 ･河内 保之

西村 淳 ･牧野 成人･川原聖佳子

北見 智恵 ･中野 雅人･堀田懐之介

富所 隆*･渡遁ゆか埋*

長岡中央結合病院 外科

I'i] 内科*

症例は53歳,女性.

E既往歴】帯状痛嫁,妊娠高血圧症候群.

【現病歴】2010年 12月より立ちくらみ,労作時

息切れを自覚 し,2011年 1月近医受診.血液検査

で貧血を指摘されるも,鉄剤の内服で改善 し,精

査 されていなかった.2011年 7月上旬より上記

症状が再燃 し,7月中旬当院総合診療科受診.血

液検査で Hb3.3g/dlと著明な貧血 と腹部CTで
上部空腸に8.5cm太の境界不明瞭,一部輝への浸

潤を疑わせる聴感を認め,消化器内科入院となっ

た.入院後カプセル内視鏡検査およびj掴着内視鏡

検査を施行 し,生検の結果上部空腸癌と診断 し

た.8月上旬,空腸 ･十二指腸 ･横行結腸,輝鈎

部部分切除+傍大動脈 リンパ節郭酒を施行.病理

組織学的診断はadenosquamouseaTCinoma(tub

i≧tub2,porュ,SCC-well),types,pS王(腸間

膜 ･十二指腸 ･輝 ･結腸間膜 ･横行結腸),lyl,

v2,リンパ節転移陽性 (5/20)であり,原発性空

腸腺扇平上皮癌pT4N2MIpStageⅣ(UICC)の

診断となった.術後 CDDP+Slによる補助化学

療法を施行している.

【考察】原発性小腸癌は発生頻度が低 く,その

組織型のほとんどが中-高分化型腺癌である.本

症例のような小腸原発の腺扇平上皮癌の報告は

極めて少なく,費重な症例であると思われたので

報告する.
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20 化学療法中に肺結核が再燃 した直腸癌多発

肝転移の 1例

八木 寛 ･角南 栄二･黒崎 功*

畠山 勝義*

白根健生病院 外科

新潟大学大学院 消化器･N-般外科分野*

症例は80才,男性.

【既往歴】20才時肋 膜炎にて入院治療歴がある

が詳細不明.

【現病歴】進行下部直腸癌にて2009月8月下旬

マイルス手術施行.術後補助化学療法としてIFL

を施行 した.術後 6ケ月の 2010(H22)2月多発

肝転移を認め,Bevacitumab+mFOLFOX6を開
始.画像上肝転移は痕跡程度となりPRと判定 し

たが,9コ-ス施行後の2010(H22)10月CTに
て肺炎を認め,暗疾PCRにて結核菌を指摘 され

た.ガフキ-検査,暗疾培養,'ジ反はいずれも陰

性であった.排菌はないものの過去の結核感染の

再燃と考えBevacitumab+mFOLFOX6を中止し
た上で3剤併用抗結核療法を開始した.多党肝転

移が増悪 しながら肝転移出現後 1年 4ケ月原病

死となった.

21 在宅緩和ケアを併施 した穏和化学療法が奏

効した.腹膜播腫を伴う進行胃癌の 1例

角南 栄二･八本 寵 ･黒崎 功*

畠山 勝義*

白根健生病院 外科

新潟大学大学院 消化器 ･一般外科分野*

症例は83才,男性.

E現病歴】2009(H21)1月中旬胃体中部進行胃

癌および腹膜播鹿と診断,手術適応はなく全身化

学療法の適応 と考 え同 1月下旬 よ りTS-1/

CDDP併周化学療法を開始した.化学療法が奏効

Llコ-ス終了後より歩行可能となったため,本

人および家族の強い希望にて在宅緩和ケアをし

ながら緩和化学療法を継続 し,CDDP点滴時のみ

外来通院とした.2コ-ス終了時の GTFで原発
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巣は著明に縮小,CTで リンパ節と腹膜播種は消

失 L CRを得 た. 11コ ー ス施 行 後 TS11/

PtlrlitaxPl,TS-1+CPT111をそれぞれ 4コー

ス施行 したが治療開始後 1年 8ケ月で再発 した.

そのため在宅緩和ケアに移行し治療開始後2年4

ケ月で在宅看取りとなった.

22 循環癌細胞と臨床応用

伊藤 磨晃 ･井上 晴洋 ･亜 同 典正

本柑 聡*･倉田 圭畜**･佐藤 淳**

村上 蒐洋**･伊藤 便**･前田 知世
里舘 均 ･小鷹 紀子 弓鋸一才 晴夫

工藤 遮 黄

昭和大学横浜市北部病院 消化器センタ-
同 臨床検査料*

シスメックス中央研究所**

【背景】テロメラーゼ特異的ウイルス製剤を用

いた循環癌細胞検出法は "生きている細胞"の

みを選択的に検出する点が特徴である.概要を供

隻,次世代技術に関しても言及する.

E方法】初発単発閤腺癌手術患者65名から,手

術前,手術後 1ケ月 書6ケ月の計 3回,末梢血

7.5mlを採血,テロメラ-ゼ特異的ウイルスを用

いて循環癌細胞を検出した.

【結果】癌細胞検出個数 5個以上の群が有意に

予後不良であった.癌細胞陰性例に再発を認めな

かった,病理学的因子の中で,静脈侵襲のみが癌

細胞数と有意な相関を示 した.癌細胞検出率 ･検

出数ともに病期との欄間を認めなかった.

【将来展望】現在,目的に応 じた種々の癌細胞

検出技術を開発中である.早期に応肝可能な分野

として,超早期癌診断,予後予測,治療効果判定

等が挙げられる.痛浸潤 ･転移のメカニズム解明

を目指 し,循環癌細胞のlivingCellsortingと機能

解析に取り組んでいる.

23 寸劇を取 り入れた緩和ケア市民啓発法の評

価

鈴木 聡 ･二瓶 宰栄 ･三科 武

大滝 雅博*

鶴岡市立荘内病院 外相

同 小児外科*

【目的】寸劇を取 り入れた市民向け緩和ケア出

張講演会の有用性を評価する.

【方法】鶴岡地域の市民を対象に,庄内プロジ

ェク ト (OPT王M鶴岡)メンバ-の出張による講

演と寸劇を8ヵ所で行い , 講 演 会 の 前 後 と 6ヵ月
後 (追跡)のアンケ- 卜調査を行った.

E結果】講演会前後,追跡調査で比較的大きく

変化 した項目は,｢病名告知を望まない｣,｢緩和
ケアは末期の医療である上 ｢麻薬を使うと中毒に

なる工 など.一方,変化の少ない項目は,｢最期

は自宅で過ごしたい｣など.自由記述欄から,寸
劇は緩和ケアを理解する上で有用との評価が多

か･)た.

【まとめ】出張講演会は,緩和ケアや麻薬に関

する知識の提供に効果があった,一方,追跡調査

の結果では医療の安心感はあまり評価 されなか

った.以上から,継続 した講演会の開催の重要性

が示唆された.


